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研究内容

【背景・目的】
持続可能な社会構築のため，その基盤となる材料の多様化・高機能化が強く望まれています。固体材料の機能に
は，物質内部の分子やイオンがつくる局所的な空間の構造やダイナミクスが大きく影響します。このため，高機能な
固体材料の開発においては，物質内部のナノ空間の精密な制御の重要性が高まっています。私達は独自に開発し
た固体核磁気共鳴（NMR）の局所構造解析法を用い，固体物質の機能と結びついたナノ空間の詳細解析をベース
にした機能性物質の開発を行っています。

【概要】
(1)固体中でプロトン（H＋）が動くプロトン伝導体は，

燃料電池の材料として開発が強く望まれてい
ます。私達はプロトン伝導の媒体分子としてイ
ミダゾールを用いた固体電解質の開発，及び
プロトン伝導メカニズムの解明を行っています。

(2)エネルギー貯蔵物質や有害分子吸着物質の
開発のため，様々な多孔性材料を用いて分子
吸蔵の研究を行っています。多孔性材料内の
ナノ空間の構造，及び多孔性材料や吸着分子
のダイナミクスと吸着挙動の関係を明らかにし，
高機能な分子吸着物質の開発を行っています。

(3)固体NMRスペクトルの様々な測定法に対する
コンピューターシミュレーションのプログラムを
開発し，固体材料内のナノ空間の構造・ダイナ
ミクスの解析を行っています。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
- 物質の特異な機能発現のメカニズムを解明し，

得られた情報を物質設計にフィードバックするこ
とで，より高機能な物質開発を目指しています。

- 「最適な分子運動空間の構築」をベースにした
機能性固体材料開発を目指しています。
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